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介する。2019 年の 4 月から 10 月にかけて、本
校の中学 3 年生とマタピラの小学 6 年生の間で
SDGs に関する共同宣言を作成する、「KOKA 




















































本校では、週 1 時間、80 分間のロングホー
ムルーム（LHR）が実施されている。本授業

















い、活動の基本単位とした。本校は 1 学年 4 ク
ラスで、1 クラス当たり約 40 名が在籍している。





これに対して、マタピラ小の 6 年生は 1 学年










　3　本校では、2018 年度より中学3 年生がSDGs に関する動画を作成し、コンテストを行う授業を行っている。この

























































































































































































































































































































































しかし、6 月 22 日の LHR ではクラス内共同

















小学校６年生は、２０１９年 4 月 27 日から




































































































































・ 前文は A 組のクラス内共同宣言を基本と
する。

































































Declaration of the Junior high school of Koka 










































































その後、クラスの代表者 2 名ずつ、合計 8 名
が英語で署名し、共同宣言がマタピラ小に送付
された。7 月 21 日には、マタピラ小で電子デー
タを用いて、英語版の共同宣言の読み上げ式が
実施され、最後に、”Clap your hands for ever























































































































（2019 年 10 月 3 日）でも取り上げられた。
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